
図２：求められる知識・能力・スキル・資格の例

	階層と求められる職員像
	求められる知識・能力・スキル
	能力開発メニュー（詳しくは図5・図6参照）

	【管理職】
1． 組合員・地域住民の満足

2． 経営理念による事業展開・地域振興

3． リーダーシップ

4． 環境変化への即時対応

1 組合経営に関して広範かつ高度な見識を持ち、経営の代行・補佐ができる。

2 全部門または一定の部門を統率できる。

3 組合の基本方針に基づき、組合全体または一定の部門の事業計画を立案・完遂できる。

4 他部署や関係先との必要な調整ができる。

5 所属する部下の掌握、指導、育成ができる。


	
	· 問題解決技法研修

· マーケティング研修

· 管理者コース（新任課長研修）

· プロジェクトマネジメント研修

· ＪＡ職員資格認証試験　上級

· 支所長研修

· 管理者実践研修（課長研修）

· 人事考課者訓練

· 目標面接研修

· コンプライアンス

	
	事業専門能力

· 信用事業に携わる管理職
	（図６－１：専門研修・資格を参照）

	
	· 共済事業に携わる管理職

	· LA育成者研修

· 共済基礎知識研修
· 共済事務担当初任管理者研修
· 共済事務担当管理者研修

	
	・　営農・経済事業に携わる管理職

	・地域営農マネージャー
・ＴＡＣ管理者研修


※支店長の「求められる知識・能力・スキル・資格」も検討すべき

	階層と求められる職員像
	求められる知識・能力・スキル
	能力開発メニュー（詳しくは図5・図6参照）

	【中級職（信用・共済）】

1． 組合員・地域住民の満足

2． 経営理念による事業展開・地域

3． 創意工夫と改善意欲

4． 専門知識の習得

5． 目標達成への自発的意欲と業務遂行能力

①情報を大切にし、顧客ニーズに的確な提案ができる。


	
	· 監督者コース（新任係長研修）

· コンプライアンス



	
	事業専門能力
	（図６－１：専門研修・資格を参照）



	【中級職（営農・経済）】

同上

①園地条件をふまえた栽培・経営指導できる。（営農指導員）

②営農相談に対応でき農家生産コスト低減を支援できる。（購買）

③農産物の有利販売に向けた施策を実践できる。（販売）
	
	· 監督者コース（新任係長研修）

· コンプライアンス



	
	事業専門能力

・営農指導員


	（図６－２：専門研修・資格を参照）

	【中級職（総務・企画）】

同上

1 自己の仕事を設定し、実現できる。

2 下位者に具体的指導を行うことができる。


	
	· 監督者コース（新任係長研修）

· コンプライアンス



	
	事業専門能力
	（図６－３：専門研修・資格を参照）




	階層と求められる職員像
	求められる知識・能力・スキル
	能力開発メニュー（詳しくは図5・図6参照）

	【初級職】

１．組合員・地域住民の満足

２．経営理念による事業展開・地域

３．創意工夫と改善意欲

４．専門知識の習得

５．目標達成への自発的意欲と業務遂行能力
1 定型業務および非定型業務を正確・迅速に処理することができる。

2 所属する部署の方針や目標を十分に理解し、業務を遂行できる。

3 担当業務に関し、下位者を指導できる。

4 任務を忠実に実行し、正確・迅速に業務処理を行うことができる。


	
	ＪＡ職員資格認証試験初級、中級

中堅職員研修

新任職員研修

新採用職員研修

パソコン研修

ビジネスマナー

コンプライアンス

	
	事業専門能力
	（事業別の専門研修・資格を参照）


図３-１：信用・共済事業におけるローテーション（イメージ）　

	
	職位
	ローテーション（イメージ）
	配置にあたっての考え方

	管理職層
	管　理　職
	
	○管理職登用基準、および信用・共済部門の管理職任用基準を満たす者をライン管理職に配置し、業務経験にもとづく的確な部下指導・育成と、常にコンプライアンス意識を持った適正・的確な業務遂行に務める。

	専門リーダー

（3年程度）


	中　級　職（　信　用　・　共　済　部　門　）
	
	○本店推進企画業務、本店・基幹支店事務系業務、渉外業務、支店業務のすべてにおいて、当該業務の経験者を中心とした配置を行い、各業務の専門リーダーとして、後輩の指導・支援（ＯＪＴの強化）と管理職の補佐業務を通じ、適正・的確な業務遂行に務める。

	個別業務スキルの強化

（3～5年）


	
	
	○信用・共済部門での一定の業務経験者を本店推進企画業務、本店・基幹支店事務系業務を中心に配置することにより、個別業務の知識・スキルの強化をはかるとともに、本店の機能強化をはかる。

○渉外業務（信用渉外・ＬＡ）への配置により顧客対応力のさらなる強化をはかる。

	個別業務スキルの修得、推進力、顧客対応力の強化

（3～5年）
	
	
	○組合員・利用者との接点の場である支店業務(窓口・事務)、渉外業務(信用渉外・ＬＡ)を中心に配置し、顧客対応力の強化と個別業務の知識・スキルを修得をはかる。

＊知識・スキルの修得・強化を目的に、本店・基幹支店事務系業務への配置も可とする。

	ＪＡ事業全体の知識修得および顧客対応力、基本事務の修得

(適性把握期間)
	初　級　職
	【適性把握期間】
	○ＪＡ入組後の一定期間を適性把握期間として複数部門を経験し、ＪＡ事業全体の知識を修得する。

○信用・共済部門においては、支店業務（窓口・事務）、渉外業務（信用渉外・ＬＡ）を中心に配置し、基本的な顧客対応力、基本事務の修得をはかる。

☆渉外業務は必須とする。


※１：本店・基幹支店事務系業務とは、信用事業においては、貸付業務、資金運用業務、調達業務（預り資産・年金等）等、共済事業においては、審査・査定・契約保全業務、自動車事故対応業務である。

※２：特に専門的な経験・知識・スキル等を要する業務分野を担当する要員については、専門性強化の観点から中級職期間はコア人材として、当該業務を中心にローテーションを行う。

※３：リスク管理の観点から、長期間にわたり同一部署の同一業務へ従事させることは避ける。

図３-２：営農・経済部門におけるローテーション（モデル）　

	
	職位
	ローテーション（モデル）
	配置にあたっての基本的考え方

	管理職層
	管　理　職
	
	○管理職登用基準、および営農・経済部門の管理職任用基準を満たす者をライン管理職に配置し、業務経験にもとづく的確な部下指導・育成と、常にコンプライアンス意識を持った適正・的確な業務遂行に務める。

	専門
リーダー

（3年程度）


	中　級　職（　営　農　・　経　済　部　門　）
	
	○本店、営農・経済センターにおいて当該業務の経験者を中心とした配置を行い、各業務のリーダーとして、後輩の指導・支援（ＯＪＴの強化）と管理職の補佐業務を通じ、適正・的確な業務遂行に務める。

	個別業務スキルの強化

（3～5年）


	
	
	○営農・経済部門で一定の業務経験者を本店営農企画・購買企画・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ業務に配置し、個別業務の知識・ｽｷﾙを強化するとともに、本店機能の強化をはかる。

○営農・経済ｾﾝﾀｰでの販売・購買事業の地区・品目担当として、更なる個別業務スキル強化をはかる。

○営農指導員・TAC、営農経済渉外員として、個別業務の知識・スキル強化をはかり、顧客対応力の更なる強化をはかる。

	個別業務スキルの修得、推進力、顧客対応力の強化

（3～5年）
	
	
	○組合員・利用者との接点の場である営農・経済センターの地区営農指導員、販売・購買事業の品目・地区担当、あるいはTAC・営農経済渉外員として配置し、組合員対応力の強化と個別業務の知識・スキルの修得をはかる。

○取引先との契約管理、債権管理等の基本的知識を修得。

	ＪＡ事業全体の知識修得および顧客対応力、基本事務の修得

(適性把握期間)
	初　級　職
	【適性把握期間】
	○ＪＡ入組後の一定期間を適性把握期間として複数部門を経験し、ＪＡ事業全体の知識を修得する。

○営農・経済部門においては、営農・経済センター等の拠点事業所での販売・購買品の受渡、事務処理、営農指導の補助等の業務に携わり、基本的な顧客対応力・業務知識・基本事務を修得する。




※１：本店での営農企画、購買企画、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ業務とは、地域農業戦略の策定、JA事業計画策定、販売企画、推進企画、受発注管理、在庫管理、契約管理、取引先管理、品目技術指導等である。

図３-３：営農指導員の育成（モデル）




図４：能力開発ポイント基準（累計）

	昇格区分
	基本研修・資格
	自己啓発
	専門研修・資格
	計

	
	
	
	
	

	8⇒9等級
	必須項目のうち未取得のものを中心に。
	●以上
	必要に応じて受講。
	

	7⇒8等級
	
	●以上
	
	

	6⇒7等級
	●以上（うち必須項目を●以上）
	●以上
	●以上
	●以上

	5⇒6等級
	●以上（うち必須項目を●以上）
	●以上
	●以上
	●以上

	4⇒5等級
	●以上（うち必須項目を●以上）
	●以上
	●以上
	●以上

	3⇒4等級
	●以上（うち必須項目を●以上）
	●以上
	●以上
	●以上

	2⇒3等級
	●以上（うち必須項目を●以上）
	●以上
	●以上
	●以上

	1⇒2等級
	●以上（うち必須項目を●以上）
	●以上
	●以上
	●以上


図５：能力開発プログラムの例

	区分
	対象等級
	研修・資格
	ポイント

	基本研修・資格
	必須
	5
	監督者コース
	●

	
	
	6
	管理者コース
	●

	
	
	5～6
	ＪＡ職員資格認証試験　上級
	●

	
	
	3～6
	マーケティング研修
	●

	
	
	3～4
	中堅職員研修
	●

	
	
	2～3
	初任職員研修
	●

	
	
	1～2
	新採用職員研修
	●

	
	選抜
	4～6
	ＪＡ経営マスターコースⅠ
	●

	
	選択
	6～9
	問題解決技法研修
	●

	
	
	
	コンプライアンス・オフィサー　１級
	●

	
	
	3～9
	中小企業診断士資格
	●

	
	
	
	ＡＦＰ・2級ＦＰ技能士資格
	●

	
	
	
	宅地建物取引主任者資格
	●

	
	
	
	ホームヘルパー3級資格
	●

	
	
	
	ＪＡ内部監査士資格
	●

	
	
	
	社会保険労務士資格
	●

	
	
	
	コンプライアンス・オフィサー　2級
	●

	
	
	1～5
	ビジネスマナー研修
	●

	自己啓発
	1～9
	別に定める。（省略）
	

	専門研修・資格
	1～9
	部門ごとに、別に定める。（図６参照）
	


図６－１：専門研修・資格＜信用・共済部門＞の例
	対象職種
	対象者
	区分
	研修・資格
	実施日
	ポイント

	信用事業
	窓口担当者
	初級
	集合
	★窓口応対
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★貯金・為替初任者
	●月●日
	●

	
	
	
	通信
	★信用事業基本（貯金・為替コース）
	－
	●

	
	
	
	通信
	★窓口テラー
	－
	●

	
	
	
	試験
	★信用事業基礎（貯金・為替）
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★窓口テラー
	●月●日
	●

	
	
	中級
	集合
	★窓口ライフイベントセールス
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★窓口ライフイベントセールス(ローン編)
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★窓口年金推進
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★相続実務
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★年金知識習得
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★年金実務
	●月●日
	●

	
	
	
	通信
	★信用事業法務
	－
	●

	
	
	
	通信
	★窓口・渉外事務ミス防止
	－
	●

	
	
	
	通信
	★JAバンク年金アドバイザー
	－
	●

	
	
	
	試験
	★信用事業法務
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★JAバンク年金アドバイザー
	●月●日
	●

	
	融資担当者
	ローン専任
	集合
	★住宅関連会社営業
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★融資初任者
	●月●日
	●

	
	
	
	通信
	★ローン推進
	－
	●

	
	
	
	通信
	★JAバンク住宅ローンアドバイザー
	－
	●

	
	
	
	試験
	★ローン推進
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★JAバンク住宅ローンアドバイザー
	●月●日
	●

	
	
	農業融資専任
	集合
	★農業融資（融資・審査編）
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★農業融資（簿記・税務編）
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★農業融資営農類型別目利き
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★融資初任者
	●月●日
	●

	
	
	
	通信
	★農業融資
	－
	●

	
	
	
	通信
	★農業融資財務分析基礎
	－
	●

	
	
	
	試験
	★農業融資実務
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★農業融資財務分析基礎
	●月●日
	●

	
	
	貸出担当
	集合
	★融資トラブル対応法務
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★貸出管理回収実務
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★融資初任者
	●月●日
	●

	
	
	
	通信
	★信用事業基本（融資コース）
	－
	●

	
	
	
	通信
	★信用事業法務
	－
	●

	
	
	
	試験
	★信用事業基礎（融資）
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★信用事業法務
	●月●日
	●


	信用事業
	渉外担当者
	初級
	集合
	★渉外初任担当者向け応対
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★貯金・為替初任者
	●月●日
	●

	
	
	
	通信
	★信用事業基本（貯金・為替コース）
	－
	●

	
	
	
	通信
	★渉外基礎
	－
	●

	
	
	
	試験
	★信用事業基礎（貯金・為替）
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★渉外基礎
	●月●日
	●

	
	
	中級
	集合
	★預かり資産関連啓発
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★相続相談対応
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★渉外セールスレベルアップ
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★住宅ローン提案型営業
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★ローンセールス
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★渉外セールスコミュニケーション
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★渉外年金推進
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★相続実務
	●月●日
	●

	
	
	
	集合
	★年金実務
	●月●日
	●


	
	
	
	集合
	★年金知識習得
	●月●日
	●

	
	
	
	通信
	★JAバンク年金アドバイザー
	－
	●

	
	
	
	通信
	★信用事業法務
	－
	●

	
	
	
	通信
	★JAバンク住宅ローンアドバイザー
	－
	●

	
	
	
	通信
	★ローン推進
	－
	●

	
	
	
	通信
	★コミュニケーション力養成
	－
	●

	
	
	
	通信
	★窓口・渉外事務ミス防止
	－
	●

	
	
	
	試験
	★JAバンク年金アドバイザー
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★信用事業法務
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★JAバンク住宅ローンアドバイザー
	●月●日
	●

	
	
	
	試験
	★ローン推進
	●月●日
	●

	
	資産形成担当者
	集合
	★セミナー事前
	●月●日
	●

	
	
	集合
	★資産形成・運用提案クロージング
	●月●日
	●

	
	
	集合
	★資産形成・運用提案話法習得
	●月●日
	●

	
	
	集合
	★資産形成・運用提案知識習得
	●月●日
	●

	
	管理者
	集合
	★信用事業管理者実践
	●月●日
	●

	
	
	集合
	★信用事業初級マネジメント
	●月●日
	●

	
	
	集合
	★信用事業初任管理者
	●月●日
	●

	
	
	通信
	★信用事業管理者
	－
	●

	
	
	通信
	★不祥事防止マネジメント
	－
	●

	
	
	試験
	★信用事業管理者
	●月●日
	●

	
	
	試験
	★不祥事防止マネジメント
	●月●日
	●


［注１］上表は「ＪＡバンク人材育成・配置マニュアル」をベースに、ＪＡバンク中期戦略をふまえた「職務別コース」に準じたもので、信連等が策定する研修体系と異なる場合がある。
［注２］上表には担当業務の遂行上のスキル・知識にかかる研修・資格を例示。（担当業務で求められる内部統制関連、ビジネスコアスキルは除いている）
［注３］★印は、農林中金アカデミーが提供する研修・試験である。
	対象職種
	対象者
	区分
	研修・資格
	実施日
	ポイント

	共　済
事　業

（ＬＡ向け）
	１年目
	認　証
	共済基礎知識研修(共済仕組編）
	●月●日
	●

	
	
	認　証
	新任LA研修　J-WAYS入門編
	●月●日
	●

	
	
	認　証
	新任LA研修　J-WAYS実践編
	●月●日
	●

	
	
	重　点
	新任LA研修　推進基本編
	●月●日
	●

	
	
	重　点
	新任LA研修　活動基本編
	●月●日
	●

	
	
	重　点
	Lablet’ｓ活用研修
	●月●日
	●

	
	
	重　点
	公的保障研修
	●月●日
	●

	
	
	重　点
	共済契約税務研修（基本編）
	●月●日
	●

	
	ＬＡ認証
以降
（２年目
以降含む）
	重　点
	ニューパートナー推進研修
	●月●日
	●

	
	
	重　点
	ＬＡステップアップ研修
３Ｑ訪問活動ｽｷﾙｱｯﾌﾟコース
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	ＬＡステップアップ研修
推進ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力強化コース
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	ＬＡステップアップ研修
相続知識活用コース
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	共済契約税務研修（応用編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	保険商品基本研修（生命保険編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	保険商品基本研修（損害保険編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	保険商品応用研修（生命保険編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	保険商品応用研修（損害保険編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	Ｊ－ＷＡＹＳｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｺｰｽ
（ソーシャルスタイル編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	ＡＦＰ資格取得講座
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	ＦＰ継続教育研修
	●月●日
	●


注１：区分「認証」・・・認証登録を行うために受講しなければならない研修　
　　　　　「重点」・・・重要度が高く優先的に受講する研修
　　　　　「任意」・・・必要に応じて任意で受講する研修
注２：上表は、全国標準版の研修体系に基づくものであり、ＪＡ共済連　都道府県本部が策定する研修体系と異なる場合がある。　
	対象職種
	対象者
	区分
	研修・資格
	実施日
	ポイント

	共　済
事　業

（ＬＡ育成関係者向け）
	新任ＬＡトレーナー
	重　点
	ＬＡ育成者研修
（新任ＬＡトレーナー編）
	●月●日
	●

	
	ＬＡトレーナー２年目以降
	重　点
	ＬＡトレーナー・テーマ別研修
	●月●日
	●

	
	（その他
対象者別）
	任　意
	ＬＡ育成者研修
（本店管理者編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	ＬＡ育成者研修
（支店管理者編）
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	ＬＡ育成者研修
（ＬＡリーダー編）
	●月●日
	●

	
	（課題別）
	任　意
	サポートコミュニケーションコース
	●月●日
	●

	
	
	任　意
	ケーススタディコース
	●月●日
	●


注１：区分「重点」・・・重要度が高く優先的に受講する研修
「任意」・・・必要に応じて任意で受講する研修
注２：上表は、全国標準版の研修体系に基づくものであり、ＪＡ共済連　都道府県本部が策定する研修体系と異なる場合がある。
	対象職種
	対象者
	区分
	研修・資格
	実施日
	ポイント

	共 済

事 業

（その他）
	窓口・事務
	必須
	窓口担当者基礎講座「知識・事務演習編」
	●月●日
	●

	
	
	必須
	窓口担当者基礎講座「ＣＳ実践編」
	●月●日
	●

	
	
	必須
	共済担当者研修（生命・建物）
	●月●日
	●

	
	
	必須
	ＪＡ契約担当者研修Ⅰ（自動車引受）
	●月●日
	●

	
	（自動車契約）
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	ＪＡ契約担当審査員養成研修
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	ＪＡ自動車契約担当審査員有資格者研修
	●月●日
	●

	
	（生命系）
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	生命共済ＪＡ審査員養成研修
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	生命共済ＪＡ審査員有資格者研修
	●月●日
	●

	
	（建物系）
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	建物共済ＪＡ審査員養成研修
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	帯同研修
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	建物共済ＪＡ審査員有資格者研修
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	自然災害損害調査員養成研修
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	自然災害損害調査員有資格者研修
	●月●日
	●

	
	自動車事故対応（損害調査）※損調体制移行前
	必須
	審査員養成研修（ＪＡ自動車損調担当審査員）
	●月●日
	●

	
	
	必須
	有資格者研修（車物コース）
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	Jable契約者対応力向上研修会
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	Jable示談交渉力向上研修会
	●月●日
	●

	
	自動車事故対応（契約者対応）
	必須
	契約者対応担当者基礎研修会
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌ
	契約者対応担当者フォロー研修会
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌ
	事故受付・現場急行研修会
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌ
	契約者対応業務　支店担当者研修会
	●月●日
	●

	
	管理者(共済初任者)
	必須ﾟ
	共済基礎知識研修
	●月●日
	●

	
	
	
	
	
	

	
	管理者（事務）
	必須
	共済事務担当初任管理者研修
	●月●日
	●

	
	
	ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
	共済事務担当管理者研修
	●月●日
	●


（注）管理者（事務）は生命建物部門や自動車（引受）部門および事務部門の共通研修である。

図６－２：専門研修・資格＜営農・経済部門＞の例

	職種
	対象者
	区分
	研修・資格
	実施日
	ポイント

	営農・経済部門
	営農

相談員
	必須
	営農相談員養成研修会
	●月●日
	●

	
	
	選択
	肥料技術専門講習会
	●月●日
	●

	
	
	選択
	施肥防除技術講習会
	●月●日
	●

	
	
	選択
	園芸資材講習会
	●月●日
	●

	
	営

農

指

導

員
	必須
	①栽培技術
	●月●日
	●

	
	
	必須
	②施肥技術
	●月●日
	●

	
	
	必須
	③防除指導
	●月●日
	●

	
	
	必須
	④経営指導・税務
	●月●日
	●

	
	
	必須
	⑤マーケティング
	●月●日
	●

	
	
	必須
	圃場実習（農家研修）
	●月●日
	●

	
	
	必須
	全国営農指導員資格認証試験
	●月●日
	●

	
	専門営農指導員

	選択
	普及員資格（新制度）
	●月●日
	●

	
	
	必須
	全国　地域営農マネージャー資格認証試験
	●月●日
	●

	
	
	選択
	全国　ＪＡ農業経営コンサルタント資格認証
	－
	●

	
	ＴＡＣ
	必須
	ＴＡＣ関係研修会

	●月●日
	●

	
	米麦関係
	選択
	農業倉庫保管管理技術研修会
	●月●日
	●

	
	
	選択
	ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ管理者研修会
	●月●日
	●

	
	
	選択
	米麦種子担当者講習会
	●月●日
	●

	
	
	選択
	農産物検査経営者管理者研修会
	●月●日
	●

	
	
	選択
	農産物検査鑑定会
	●月●日
	●

	
	園芸関係
	選択
	青果物包装・流通講習会
	●月●日
	●

	
	畜産関係
	選択
	飼料推進担当者基礎講座
	●月●日
	●

	
	
	選択
	受精卵移植講座
	●月●日
	●

	
	
	選択
	畜種別管理技術講座
	●月●日
	●

	
	
	選択
	畜産経営管理講座


	●月●日
	●


　
※ＪＡ全農講習会日程より作成

※中央会研修実施計画より作成
図６－３：専門研修・資格＜総務・企画部門＞の例

	対象職種
	対象者
	区分
	研修・資格
	実施日
	ポイント

	総　務

企　画

部　門


	全　　般
	選択
	税理士
	●月●日
	●

	
	
	
	公認会計士
	●月●日
	●

	
	
	
	中小企業診断士
	●月●日
	●

	
	
	
	社会保険労務士
	●月●日
	●

	
	
	
	簿記検定試験
	●月●日
	●

	
	
	
	秘書検定試験
	●月●日
	●

	
	
	
	情報処理技術士
	●月●日
	●

	
	
	
	衛生管理者
	●月●日
	●

	
	
	
	防火管理者
	●月●日
	●

	
	
	
	行政書士
	●月●日
	●

	
	
	
	ＪＡ経営マスターコースⅠ
	●月●日
	●

	
	
	
	農協監査士試験
	●月●日
	●

	
	
	必須
	内部監査担当者検定試験
	●月●日
	●

	
	経理担当
	必須
	財務管理研修、決算経理研修
	●月●日
	●

	
	人事労務

担　当
	必須
	人事担当専任者基礎研修会　　　　　
	●月●日
	●

	
	
	
	衛生管理者
	●月●日
	●

	
	
	選択
	職能資格・目標管理・人事考課実務研修会
	●月●日
	●

	
	
	
	人事考課者訓練インストラクター養成研修会　　
	●月●日
	●

	
	
	
	賃金実務研修　　　　　　　　　　　
	●月●日
	●

	
	
	
	労働法実務研修会　　　　　　　　　
	●月●日
	●

	
	
	
	人事管理トップセミナー　　　　　　
	●月●日
	●

	
	
	
	教育インストラクター研修


	●月●日
	●


問題解決能力


企画立案能力


リーダーシップ


マネジメント能力


ＯＪＴスキル


コミュニケーション能力


プレゼンテーション





ＯＪＴスキル


上位者の補佐


組合員等利用者に対する相談・提案能力





ＯＪＴスキル


上位者の補佐


組合員等利用者に対する相談・提案能力





ＯＪＴスキル


上位者の補佐


組合員等利用者に対する相談・提案能力





基礎的業務遂行能力


顧客満足意識


改善意識








スタッフ管理職








ライン管理職





管理職登用基準、信用・共済部門の管理職任用基準





支店業務


（窓口・事務業務のリーダー）





本店推進


企画業務


（リーダー）





渉外業務


(信用渉外


・ＬＡの


リーダー)





本店・基幹支店事務系業務※1


（各業務のリーダー）








本店推進


企画業務











渉外業務


(信用渉外


・ＬＡ)








本店・基幹支店事務系業務※1











渉外業務


（信用渉外・ＬＡ）








支店業務等


＊


（窓口・事務）











信用・共済


支店業務


（窓口・事務）











総務・企画











営農・経済








渉外業務


☆


(信用渉外


・ＬＡ)








スタッフ管理


（農業経営分野）


（営農技術分野）











ライン管理職





管理職登用基準、営農・経済部門の管理職任用基準





営農経済ｾﾝﾀｰ業務


(営農指導、購買･販売事業のﾘｰﾀﾞｰ)





本店業務


(TAC、営農経済渉外のﾘｰﾀﾞｰ)





本店業務


(購買・販売部門ﾘｰﾀﾞｰ)





本店業務


（営農企画ﾘｰﾀﾞｰ)








営農・経済ｾﾝﾀｰ業務


（地区担当営農指導員、TAC、販売･購買事業の地区・品目担当）











本店業務


（営農企画、購買企画、販売企画（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ含む）業務、TAC、営農経済渉外担当）











本店業務


（販売・購買事業受渡・事務、TAC・営農経済渉外担当および担当補佐）











営農・経済ｾﾝﾀｰ業務


(地区担当営農指導員、TAC、販売・購買事業の地区・品目担当）











渉外業務


(信用渉外


・ＬＡ)











信用･共済支店業務(窓口・事務)











総務


・


企画








営農経済ｾﾝﾀｰ業務（販売・購買受渡・事務処理､営農指導補助）





採用





総合職





7～9等級


管理職




















4～6等級


中級職














1～3等級


初級職





管理職（課長・部長など） 


・ライン管理職 





営農・経済事業担当役員 





専門職・スタッフ管理職


農業経営担当


営農技術担当など





営農指導事業の専門リーダー 


≪本店業務≫ 


　農業経営相談・支援、営農技術指導 


≪営農・経済センター業務＞


営農指導リーダー 








リーダー （3年程度）


≪本店業務≫ 


営農企画・販売・購買部門、営農指導・TAC等リーダー


≪営農・経済センター業務≫


営農指導・販売・購買のリーダー 








個別業務スキル・対応力の強化（３～５年） 


≪本店業務≫ 


営農企画・販売企画、購買企画、ＴＡＣ等


≪営農・経済センター業務≫ 


地区別担当営農指導員・販売担当（品目）


購買地区・品目担当、経済渉外など





個別業務スキルの習得および推進力、組合員・顧客対応力強化（３～５年） 


≪本店業務≫ 


販売・購買受渡・事務　営農企画補佐


≪営農・経済センター業務≫


地区別担当営農指導員・販売担当（品目補佐）


購買地区・品目担当、 経済渉外など





ＪＡ事業全体の知識習得および組合員・顧客対応力、基礎事務の習得（適正把握期間） 


≪営農・経済センター業務、営農指導業務≫ 


販売・購買受渡・事務処理、


営農指導補助・部会運営補助


地域住民(家庭菜園など)への指導


経済渉外など


（≪その他の事業≫）


信用・共済支援業務（窓口業務）


渉外業務（ＬＡなど）








農業経営分野


JA農業経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ


（全国・県域で実施を検討中）








営農企画分野


JA地域営農マネージャー


（令和元年度より全国で実施）








営農指導員の資格認証


(全国・県域で実施)





営農相談員の資格認証


(県域の実情に応じて実施)





営農技術分野


（ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄの登録）


(検討中)





JA地域営農マネージャー等を登用





JA農業経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(仮称)、


営農技術ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ等を登用





専門職を選択





営農指導員資格認証後のキャリアアップ制度 


①営農企画分野：地域営農マネージャー 　　　　　　 認証制度（令和元年度より実施） 


②農業経営分野：JA農業経営コンサルタント　　　 　認証制度（令和2年度より実施）


③営農技術分野：営農技術スペシャリスト(仮称) 　　　登録制度（今後検討）










